
13:30　　はじめに
13:40　　産業をめぐる現状について
14:00　　事例紹介　
14:45　　しごとづくりの心構え
15:00　　チーム分け
15:20　　ワーク「新しいしごとを 3 つ考える」
16:10　　発表
16:20　　連絡先の交換・定例会の運営について
16:30　　まとめ・講評

2013年５月１日（水）
13：30～16：45　

会場：サンライフ笠岡

笠岡市産業振興ビジョン策定に関する

　新しいしごとづくり会議

当日のプログラム

事例紹介 ～ 丸山すぐるのその手があったか！～
これからの笠岡での新しいしごとを考えるにあたり、studio-Lの丸山さんから
全国各地で取り組まれている産業振興の先進事例の紹介がありました。

笠岡に新しい仕事をつくることを通して、笠岡の産業の未来像
を考える「新しいしごとづくり会議」。
第１回目の今回は、studio-Lのみなさんから先進事例やしごと
づくりをする上での心構えをご紹介いただき、チームに分かれ
て新しいしごとのアイデアを話し合いました。

しごとづくりの心構え

これから 10 年先の笠岡の産業振興のためには、新
しいことを常に生み出す柔軟な考え方や、話し合い
の方法をを作ることが必要です。そのためにも是非、
お忙しいとは思いますが、ワークショップには積極
的に顔を出してほしいと思います。「プランド  ハプ
ン  スタンス」で、僕たちからの事例紹介や、チーム
のメンバーとのやりとりをもとに、様々なアイデア
が生み出していきましょう。

　プランド  ハプン  スタンス
ものごとを成功させるために
常にアンテナを張り、偶然を
活用してチャンスをつかむ、
という考え。

しごとづくり会議をする上で大事な心構えを、studio-L代表の山崎 亮さんから
レクチャーしていただきました。

山崎 亮さんによるレクチャー

studio-L丸山さん全国各地の産業の先進事例の紹介

テーブルワークの様子

第１回



「新しいしごと」を考える
以下の３つのテーマ別にチームをつくり、笠岡での新しいしごとのアイデアを話し合いました。

３つのテーマ

地域資源型
産業 福祉産業 プラットフォーム

づくり

笠岡の資源を活かした
新しい産業

広い意味での
「しあわせ」「ゆたかさ」

をめざして

key word

異業種交流／就職支援／人材育成 など

key word

島／山／干拓地／食資源 など
key word

高齢者／女性／障がい者 など

「共有する」「つながる」
場づくり

地域資源型産業チーム

福祉産業チーム

プラットフォームづくりチーム

島の古民家再生リゾート
干拓地で自然農園

住まい見守り隊
おばあちゃん食堂

笠岡ジジババネット
恊働便利屋

しごとのアイデア：

笠岡ならではの島・干拓地を活用
市外から人を呼ぶきっかけづくり

高齢者のくらしをサポート
みんなで集まってにぎやかに

「人のつながり」の力で
困ったことはみんなで解決

第１回に不参加だったみなさんもご参加頂けます。一緒に笠岡の将来について考えたい方のご参加、お待ちしております。
＊参加をご希望の場合は、下記連絡先まであらかじめご連絡下さい。

笠岡市経済観光活性課　E-mail：keizaikankou＠city.kasoaka.okayama.jp　お電話：0865-69-2147

チーム別ワークの様子

2013年 6月 10日（水）13：30～16：00
　　場 所：笠 岡 市 中 央 公 民 館 ４ 階 集 会 場　　

第２回 新しいしごとづくり会議は下記日程と場所で行ないます。


